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 災
害
へ
の
備
え
は
万
全
に
 

　
二
股
川
左
岸
堤
防
で
市
水
防
演
習
／
市
総
合
防
災
訓
練

　
訓
練
は
、
大
型
台
風
の
発
生
で

北
上
川
が
増
水
し
、
堤
防
の
亀

裂
、
洗
掘
、
漏
水
な
ど
が
生
じ
た

こ
と
を
想
定
。
各
支
団
の
団
員
に

よ
る
「
シ
ー
ト
張
り
工
法
」「
木
流

し
工
法
」
や
、
消
防
本
部
に
よ
る

「
積
み
土
の
う
工
法
」を
実
施
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
川
の
水
位
と
漏
水
口
と

の
水
位
差
を
縮
め
、
水
圧
を
弱
め

る
た
め
に
行
わ
れ
る
「
月
の
輪
工

法
」を
登
米
支
団
の
団
員
が
実
施
。

真
剣
な
様
子
で
、
演
習
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　
６
月
８
日
に
は
、
昭
和
　
年
の

５３

宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
と
す
る
県

民
防
災
の
日
（
　
日
）
に
合
わ
せ
、

１２

市
内
各
地
で
６
・
　
総
合
防
災
訓

１２

練
や
消
防
演
習
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
訓
練
の
主
会
場
と
な
っ
た
石
越

総
合
運
動
公
園
に
は
、
市
消
防
団

石
越
支
団
、
防
災
関
係
機
関
、
応

援
協
定
締
結
企
業
な
ど
か
ら
約
5

5
0
人
が
参
加
し
て
多
く
の
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
は
、
宮
城
県
沖
を
震
源
と

す
る
震
度
６
弱
程
度
の
地
震
が
、

市
内
全
域
で
発
生
し
た
と
仮
定
。

午
前
８
時
　
分
の
防
災
行
政
無
線

３０

を
合
図
に
開
始
さ
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
は
、
町
域
内
９
カ
所
に
設
置

さ
れ
た
訓
練
会
場
で
、
消
防
署

員
、
消
防
団
員
の
指
導
の
も
と
、

消
火
器
や
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
に
よ
る

初
期
消
火
訓
練
な
ど
の
基
礎
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
石
越
総
合
運
動
公
園

を
会
場
に
全
体
で
の
訓
練
が
行
わ

れ
、
消
防
署
と
石
越
支
団
、
各
行

政
区
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
、
倒

壊
し
た
建
物
か
ら
負
傷
者
を
救
出

す
る
訓
練
や
、
土
砂
に
埋
も
れ
た

車
内
か
ら
負
傷
者
を
救
出
す
る
訓

練
、
消
防
団
石
越
支
団
の
ポ
ン
プ

車
を
使
っ
た
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
な

ど
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
避
難
し
て
き
た
皆
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
避
難
所

設
置
訓
練
や
応
急
救
護
訓
練
の
ほ

か
、
非
常
食
の
炊
き
出
し
訓
練
や

給
水
車
に
よ
る
給
水
訓
練
も
行
わ

れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
本
番

さ
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

負傷者を手当てする参加者　（応急救護所設置訓練）

車用ジャッキを使い負傷者を救出（負傷者救出訓練）

　
水
防
関
係
機
関
の
技
術
向
上
、

体
制
強
化
を
目
的
に
、
市
水
防
演

習
が
5
月
　
日
、
東
和
町
米
谷
の

３１

根
廻
地
内
、
二
股
川
左
岸
堤
防
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
習
は
、
合
併
後
３
地
区
合
同

の
輪
番
制
で
行
う
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
今
回
は
東
和
、
登
米
、
津

山
地
区
が
担
当
。
各
支
団
か
ら
団

員
約
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
布
施
市
長
は
「
市
内
に
は
北
上

川
や
旧
北
上
川
、
迫
川
な
ど
、
豊

か
な
水
辺
空
間
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
故
に
台
風
や
大
雨
時
に
水
害

が
発
生
し
や
す
い
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
に
、
訓
練
を
通
じ
て
さ
ら

な
る
水
防
技
術
の
向
上
を
目
指
し

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
主
藤

 敏
  寛
 市
消
防
団
団
長
（
米
山
）
が

と
し
 ひ
ろ

「
近
年
、
世
界
各
地
で
水
害
が
多

発
し
て
い
る
。
消
防
人
と
し
て
市

民
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

訓
練
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」
と

訓
示
を
述
べ
ま
し
た
。

素早い作業で月の輪工法を完成させる登米支団員

協力して木流し工法を実施する津山支団員

シート張り工法を披露した東和支団員

13 Jul.2008

生産量日本一
を目指して

農業法人と立地協定の調印式

パプリカの生産量日本一を目指し協力を誓いました

 自
然
か
ら
水
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
　
   水
道
週
間
に
合
わ
せ
市
水
道
事
業
所
で
各
種
行
事

　
６
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
水

道
週
間
に
合
わ
せ
て
、
水
の
大
切

さ
と
水
道
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
う
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
放
流
は
３
日
、

北
上
川
の
登
米
水
辺
プ
ラ
ザ
船
着

場
で
行
わ
れ
、
北
上
保
育
園
の
年

長
児
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

２６

　
園
児
た
ち
は
、
救
命
胴
衣
を
着

用
し
、
い
つ
ま
で
も
魚
が
住
め
る

き
れ
い
な
川
で
あ
る
よ
う
願
い
を

込
め
な
が
ら
、
全
長
　

程
度
に

１０

育
っ
た
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
、
約
６
千

匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
記
念
植
樹
は
４
日
、
津
山
町
柳

津
地
区
の
入
土
地
内
の
森
林
で
行

わ
れ
、
登
米
中
３
年
生
、　

人
が

４８

参
加
し
ま
し
た
。

　
津
山
町
森
林
組
合
の
職
員
が
、

森
林
に
は
砂
防
や
温
暖
化
防
止
な

ど
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
説
明
。

植
樹
の
方
法
を
指
導
し
た
後
、
作

業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
植
樹
し
た
の
は
、
杉
の
苗
木
　８０

本
。
生
徒
た
ち
は
、
あ
ら
か
じ
め

等
間
隔
に
印
が
付
け
ら
れ
て
い
た

個
所
に
、
一
本
一
本
丁
寧
に
植
え

ま
し
た
。

　
登
米
中
３
年
の
高
橋
 滉
 く
ん
は

あ
き
ら

「
自
分
た
ち
が
植
え
た
こ
の
小
さ

な
苗
木
が
大
き
く
育
ち
、
二
酸
化

炭
素
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
少
し
で
も
環
境
が
良
く
な
っ

て
く
れ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
浄
水
場
の
見
学
会

や
北
上
川
河
川
敷
の
清
掃
作
業
な

ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

植林に参加した登米中３年生の皆さん

大きく育つように一本一本丁寧に植樹しました

北上保育園の園児によるヤマメ稚魚放流

 高
  裕
 野
菜
統
括
部
長
常
務
執
行
役

た
か
 ひ
ろ

員
が
立
ち
会
い
の
も
と
、
宮
城
県

庁
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
登
米
市
へ
の
立
地
の
要
因
は
、

夏
が
冷
涼
で
、
冬
は
積
雪
量
が
少

い
な
ど
の
自
然
条
件
が
パ
プ
リ
カ

生
産
に
適
し
て
い
る
と
の
判
断
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
立
地
予
定
地
は
迫
町
北
方
地
内

の
長
沼
ダ
ム
用
の
土
取
場
跡
地
と

な
っ
て
お
り
、
生
産
施
設
は
３


の
鉄
骨
ハ
ウ
ス
で
、
国
内
産
の
２

割
を
占
め
る
年
間
４
５
０

を
生

産
。
そ
の
後
、
順
次
生
産
面
積
を

拡
大
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。
生
産
さ
れ
た
パ
プ
リ
カ
は
全

量
ド
ー
ル
が
買
い
取
り
、
全
国
に

出
荷
さ
れ
ま
す
。

　
ド
ー
ル
が
国
内
に
生
産
拠
点
づ

く
り
を
計
画
し
た
背
景
に
は
、
国

内
の
パ
プ
リ
カ
需
要
は
伸
び
て
い

る
も
の
の
国
産
は
一
割
に
も
満
た

な
く
、
安
心
・
安
全
な
農
産
物
を

求
め
て
、
国
産
を
望
む
声
が
高

ま
っ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。

　
着
工
は
平
成
　
年
度
で
、
初
出

２１

荷
は
　
年
夏
を
予
定
し
て
お
り
、

２２

国
内
有
数
の
パ
プ
リ
カ
生
産
地
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
園
芸
作
物
の
振
興
に

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
今
回
の
進

出
は
市
内
の
農
家
に
も
良
い
影
響

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　
果
実
、
野
菜
の
生
産
・
販
売
で

世
界
最
大
手
の
㈱
ド
ー
ル
が
支
援

す
る
農
業
法
人
㈱
Ｉ
　
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

　
フ
ァ
ー
ム
三
沢
と
市
に
よ
る
パ

プ
リ
カ
生
産
施
設
の
立
地
協
定
の

調
印
式
が
５
月
　
日
、
村
井
嘉
浩

３０

知
事
と
ド
ー
ル
日
本
法
人
の
三
輪


